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初初    

詣 

※

元
日
午
前
零
時
よ
り
、

　

峰
翔
会
（
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
応
援
団
）

の

　

ご
奉
仕
で
「
あ
た
た
か
い
も

あ
た
た
か
い
も
の
」
の

　

無
料
接
待

無
料
接
待
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

大
晦
日
よ
り
終
夜
参
拝

　

元
日　

御
神
酒　

授
与

　

正
月
縁
起
物
多
数

　一
月
十
四
日 

午
前
七
時
〜

　

焼 

納 

祭（
ど
ん
ど
焼
）

二
月
三
日（
日
）十
一
時

　

節 

分　

還
暦
初
老
祈
願
祭

節
分
祈
願
祭
を
第一日
曜
と
な
る

節
分
日
に
執
行
し
ま
す
。

ご
参
列
希
望
の
方
は
、

地
域
に
か
か
わ
ら
ず

多
数
お
申
し
込
み
下
さ
い
ま
せ
。

平
成
二
十
年

 

祭
行
事
の
ご
案
内

　

吉
例『
宝
籤
』開
催

四
月
九
・
十
日

　

春
季
大
祭

家
内
安
全 

心
身
健
勝

商
売
繁
盛 

会
社
隆
昌

男
女
厄
年 

開
運
厄
除

合
格
祈
願 

学
業
成
就

海
上
安
全 

大
漁
満
足

新
年
祈
願 

承
り
中

　
　
　

奉 

納 

御 

礼

一、提
灯
一対（
拝
殿
献
灯
用
）　

峰
山
町
織
元　

安 

田 

清 

志 

殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

明
年
迎
え
る
喜
寿
記
念
と
し
て)
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防
火
防
犯
警
報
設
備
設
置　

紅
葉 

祭 

大
に
ぎ
わ
い

錦
織
米
市
翁 

顕 

彰 

碑 

竣
功

　

昨
年
七
月
に
逝
去
さ
れ
た
錦
織
米
市
翁
（
日
進
製
作
所
特
別
顧
問
・
創
業
者 

京
丹
後
市
名
誉
市
民
）
の
顕
彰
碑
が
境
内
に
建
立
さ
れ
、
十
月
二
日
（
火
）
除
幕

式
が
営
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
顕
彰
碑
設
立
発
起
人
会
（
藤
山
基
一
代
表
以
下
十
八
名
）
に
よ
っ
て

発
案
さ
れ
広
く
賛
同
者
を
募
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
、
現
境
内
地
の
一
角
で
日
進

製
作
所
を
創
業
、
機
械
金
属

産
業
の
発
展
と
地
域
の
繁
栄

に
大
き
く
寄
与
さ
れ
る
傍
ら
、

長
年
に
わ
た
っ
て
当
社
総

代
・
顧
問
を
歴
任
さ
れ
る
な

ど
、
多
大
な
ご
貢
献
を
遺
さ

れ
た
所
縁
の
深
さ
に
因
み
当

社
境
内
へ
の
建
立
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
当
日
の
式
典
に

は
こ
の
設
立
の
趣
意
に
協
賛

さ
れ
た
百
数
十
名
も
の
方
々

が
参
列
さ
れ
る
な
か
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

錦
織
翁
に
は
生
前
同
様
、

永
年
に
渡
り
こ
の
碑
を
通
じ

て
神
社
を
お
見
守
り
い
た
だ

け
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

十
一
月
二
十
五
日
（
日
）
本
年
で
三
回
目
の
開

催
を
迎
え
た
紅
葉
祭
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
て
大
変

な
賑
わ
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
の
御
鎮
座
二
百
年
祭
へ
町
内
を

盛
り
上
げ
て
行
く
こ
と
を
目
的
に
始
ま
っ
た
祭
り

で
す
が
、
こ
れ
に
賛
同
し
た
今
回
の
奉
仕
者
は
総

勢
一
〇
〇
名
に
も
上
り
、
手
作
り
で
盛
り
上
げ
る

意
義
あ
る
祭
典
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

　

午
前
九
時
半
か
ら
ご
本
殿
で
の
祭
儀
を
皮
切
り

に
、
山
上
で
は
峰
山
よ
さ
こ
い
連
が
よ
さ
こ
い
踊

り
を
、
峰
雅
会
が
雅
楽
を
奉
納
、
十
一
時
か
ら
は

恒
例
の
「
バ
ラ
寿
司
」
「
カ
ニ
汁
」
の
無
料
接
待

が
行
わ
れ
、
拝
殿
前
広
庭
は
四
百
名
も
の
長
蛇
の

列
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
終
日
境
内
で
は
模

擬
店
や
地
場
産
品
の
直
売
・
コ
ッ
ペ
蟹
の
特
売
な

ど
で
賑
わ
い
、
予
想
を
超
え
る
来
場
者
に
仕
入
れ

数
が
間
に
合
わ
な
く
な
る
ほ
ど
の
賑
わ
い
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
山
内
の
紅
葉
も
ち
ょ
う
ど
見
頃
を
迎
え
、

気
候
不
順
の
影
響
か
本
年
の
色
づ
き
は
赤
み
が
薄

く
、
黄
や
朱
色
の
紅
葉
と
な
り
ま
し
た
が
、
山
内

に
設
け
た
遊
歩
道
に
も
大
勢
詰
め
か
け
て
過
ぎ
ゆ

く
秋
の
風
情
を
堪
能
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

京
極
家
当
主
ご
臨
席
の
も
と

峰
山
京
極
会 

発
足　

　
　

旧
峰
山
藩
主
京
極
家
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
、

さ
ら
に
広
く
峰
山
の
文
化
を
伝
え
て
い
く
勉
強
会

「
峰
山
京
極
会
」
が
当
社
宮
司
小
職
を
代
表
に
発
足

い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
丹
波
相
光
寺
西
田
承
元
住
職
の
も
と

「
峰
山
敬
業
会
」
と
し
て
活
動
し
、
特
に
東
京
都
千

代
田
区
の
首
相
官
邸
の
地
が
旧
峰
山
藩
の
上
屋
敷
跡

で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
て
勉
強
や
啓
蒙
を
進
め
、
官

邸
前
に
こ
の
故
事
を
紹
介
す
る
案
内
看
板
設
置
を
成

し
遂
げ
ら
れ
た
他
、
四
国
は
讃
岐
丸
亀
・
多
度
津
の

京
極
会
な
ど
と
交
流
を
行
う
な
ど
の
活
動
を
し
て
こ

ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
代
表
の
任
を
小
職
に
託

さ
れ
た
の
を
機
に
「
峰
山
京
極
会
」
と
し
て
発
足
す

る
に
至
り
ま
し
た
。

　

十
一
月
八
日
に
は
、
旧
峰
山
藩
主
京
極
家
　

第
十

六
代
当
主
京
極
高
幸
様
寛
子
様
ご
夫
妻
に
も
ご
臨
席

賜
る
な
か
、
峰
山
敬
業
会
か
ら
の
会
員
に
加
え
、
旧

峰
山
藩
士
族
の
会
で
藩
の
城
跡
で
も
あ
る
陣
屋
跡
や

京
極
家
墓
所
の
管
理
な
ど
を
奉
仕
し
守
り
続
け
て
こ

ら
れ
た
「
共
同
社
」
の
皆
様
に
も
共
に
参
画
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
、
ご
当
主
の
裁
可
を
得
て
念
願
の

「
京
極
会
」
発
足
と
な
り
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
江
戸
時
代
二
五
〇
年
間
を
通
じ
て
峰

山
を
治
め
た
丹
後
の
雄
藩
に
つ
い
て
の
認
識
は
低
く
、

今
も
続
い
て
お
ら
れ
る
「
峰
山
京
極
家
」
と
地
元
と

の
ご
縁
も
少
し
薄
ら
い
で
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
地
元
で
の
認
知
を
広
め
、
魅
力
が
埋
も
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
城
下
町
と
し
て
文
化
や
財
産
を
内

外
に
発
信
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
念
願
し
、
勉
強

を
通
じ
て
活
動
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
興
味
お
持

ち
の
方
は
是
非
ご
参
画
下
さ
い
ま
せ
。

　

本
年
夏
に
設
置
し
ま
し
た
山
上
屋
外
消
火
栓
設

備
に
続
き
、
火
災
警
報
装
置
及
び
防
犯
設
備
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

本
殿
拝
殿
周
囲
の
火
気
の
検
知
と
夜
間
な
ど
の

不
審
侵
入
を
社
務
所
へ
通
報
す
る
警
報
装
置
を
新

設
、
万
一
の
不
測
の
事
態
に
対
応
で
き
る
防
火
防

犯
体
制
を
さ
ら
に
充
実
整
備
い
た
し
ま
し
た
。


